
本号の特集にあたって
近年，老朽化した社会インフラへの適切な維持管理手法の導入による，長寿命化，維持管理・

更新のコスト縮減，また，低炭素社会の実現による持続可能な社会の構築が建設業界に強く求め

られています。さらに，地震，台風，豪雨時における精緻な予測など，災害時における構造物の

健全度を適切に評価する方法なども課題です。

これらの課題を解決する上でモニタリング技術の高度化は不可欠です。光ファイバー網の拡大

等のモニタリング技術だけでなく，クラウドサービス，ビッグデータ，IoT を始めとする最新

ICT との融合による高度化も行われております。また，これらのデータは，建設現場の「見え

る化」として，安全をはじめとした現場の最適化や，杭の支持層への未達問題を代表とする建設

工事の施工不良問題の回避，建設物の品質管理・保証，生産性向上にも繋がります。

このようにモニタリング技術は，地盤工学分野において日々発展しており，その活用方法も多

岐に渡っております。そこで，本号では，「地盤のモニタリング技術」と題した特集を企画致し

ました。総説では，モニタリングに関して，注目されている背景，解説，最新技術の紹介，今後

の展望について執筆されております。2 編の論説では，災害の予知と，構造物の品質管理に関し

て，ご執筆して頂きました。5 編の報告では，土構造物の安全度の可視化や，対策工の効果のモ

ニタリングといった施工時，施工後の適用事例に加え，地震後の軟弱地盤のせん断剛性の回復過

程の調査や，情報化施工の支援技術の紹介といった多岐に渡った報告がされております。

本特集を通して，モニタリング技術の現在の位置づけや今後の発展への期待を会員の皆様に伝

えられれば幸いです。本特集号が読者の皆様にとって有益なものとなることを願っております。
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